



















































































































































































































































ー増大に成功した〈環境系市民活動〉」（渡戸 2007: 32）の両者の比較が必要であるからである。 
 
 

















助成内容  全体 
助成件数 １０２件 
「記録助成」および「出版助成」件数と団体数 
団体数   ６４団体 
助成件数  ２５件 
「記録助成」のみ受けた団体数 
団体数   ２５団体 
助成件数  ４０件 
「記録・出版助成」いずれも受けた団体数 
団体数   ３９団体 


















 ① 「大野の水を考える会」（現「大野の水環境ネットワーク」） 
 ② 「天神崎の自然を大切にする会」（現在は財団法人、助成の申請団体は「天神崎保全市民協議会」） 
 ③ 「土呂久を記録する会」（中心団体は「土呂久・松尾等鉱害被害者を守る会」、現「特定非営利活動法人ア
ジア砒素ネットワーク」） 

















 2-3-1. 大野の水を考える会 
 








































































 2-3-2. 天神崎の自然を大切にする会 
 





























































































































































































































































































































































































































































































年  外的要因 内的要因 
1974 契機 地下水の融雪利用による井戸枯れが発生 （思想）生活・女性性 
（レパートリー）町会活動、啓蒙活動 






1978  市長死後、市は開発路線へ転向 「守る会」休会 
1983   （レパートリー）議員活動、政治活動 
1985 転機２ （ブレーン）柴崎氏との出会い （レパートリー）科学的調査 
（思想の変化）「新しい水の秩序」 
1989  基準値を超える汚染井戸発見  
1991  市が自動車部品工場誘致 （レパートリー）住民訴訟 
1994   （レパートリー）新市長の擁立 
1999   （リーダー）世代交代、野田氏のリタイア 



















































































































































































































 団体は活動における敵手を特に設定していないが（河村 1989: 19）、潜在的には、開発計画にかかわっている
                                 





















































































































年  外的要因 内的要因 












1983～   （レパートリー）シンポジウム：ナショナル・ト
ラスト全国大会 
1985  全ての開発業者との和解 （レパートリー）裁判調停 
1986   「財団法人天神崎を大切にする会」設立 
                                 




1987  県が特定公益増進法人に認定 
リゾート開発ブームの影響 
 
1991 転機２ 県の補助金交付決定 
リゾート開発ブームの終焉 
（思想の変化）「自然保護」へのこだわり 
1996   （リーダー）外山氏の死去 




























































































































































































































































































































































































































































年  外的要因 内的要因 
1971 契機 「斎藤告発」  
1972  行政斡旋 （レパートリー）集会、調査、陳情 







1975   （レパートリー）訴訟 
1981   「考える会」設立 
（レパートリー）イベント：東京への拡大 
1982～   （レパートリー）座り込み、ビラまき 
1990 転機２ 敵手の消滅 裁判終了、「記録する会」設立 
1992 転機３ 紹介によるタイ調査  
1994  （イシュー）アジアの砒素被害救済：理念化 「アジア砒素ネットワーク（AAN）」設立 
（リーダー）上野登氏 






















































































































































































































































































































年  外的要因 内的要因 
1967 契機 （イシュー）農の実践 「農業開発技術者協会」設立 
（リーダー）足立原貢氏 
（思想）実践の信条 






1975 転機２ 行政のパートナー化 草刈り十字軍運動の事業化 




























































































































イシュー解決の追究 イシュー解決の追究 対象の普遍化 イシューの事業化 











































































































上野登 2006『土呂久からアジアへ――広がる砒素汚染 深まるネットワーク』鉱脈社 
 
Anselm C. Strauss, Juliet Corbin 1998 "Basics of Qualitative Research: Second Edition: Techniques and Procedures for 


































似田貝香門編著 2008 『自立支援の実践知――阪神・淡路大震災と共同・市民社会』東信堂 






総合研究開発機構 1994「市民公益活動基盤整備に関する調査研究」（NIRA研究報告書 No.930034） 
庄司興吉  1989 『人間再生の社会運動』東京大学出版会 
高橋徹・山口節郎ほか 1985「思想 新しい社会運動 その理論的射程」No.737 岩波書店  
高田昭彦 2003 「市民運動の新しい展開――市民運動からNPO・市民活動へ」『都市問題』東京市政調査会 
―――― 2004 「市民・NPOによる「公共空間」の創造――NPO（「公益」を担う市民運動）の新しい展開」『都
市問題』東京市政調査会 
寺田良一 1998 「環境NPO（民間非営利組織）の制度化と環境運動の変容」『環境社会学研究』新曜社 
渡戸一郎 2007「動員される市民活動？‐ネオリベラリズム批判を超えて‐」『年報社会学論集20号』関東社会学
会 
山岡義典編 1999 『NPO基礎講座――市民社会の創造のために』ぎょうせい 
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周
年
大
野
の
水
を
考
え
る
会
 
周
年
 
天
神
崎
の
自
然
を
大
切
に
す
る
会
周
年
土
呂
久
を
記
録
す
る
会
 
周
年
農
業
開
発
技
術
者
協
会
 
社
会
動
向
 
社
会
運
動
・市
民
活
動
関
連
 
 
 
1
9
6
2
 
昭
和
37
年
 
 
 
 
 
・土
呂
久
鉱
山
閉
山
（1
2.
4）
 
 
 
●
三
河
島
列
車
事
故
(5
) 
●
キ
ュ
ー
バ
危
機
(1
0)
 
●
「声
な
き
声
の
会
」結
成
（1
96
0．
6）
 
●
新
日
本
婦
人
の
会
結
成
（1
0）
1
9
6
3
 
昭
和
38
年
 
1
9
6
3
 
昭
和
38
年
 
 
 
 
 
 
 
・足
立
原
、
富
山
県
立
大
谷
技
術
短
期
大
学
に
着
任
（7
） 
・足
立
原
の
周
囲
に
集
ま
る
学
生
た
ち
の
輪
が
広
が
る
（1
0）
 
●
三
八
豪
雪
（1
‐2
）●
吉
展
ち
ゃ
ん
誘
拐
事
件
(3
) 
●
老
人
福
祉
法
公
布
（7
） 
●
鶴
見
事
故
、
三
井
三
池
炭
鉱
爆
発
事
故
（1
1）
 
●
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺
（1
1）
 
 
 
1
9
6
3
 
昭
和
38
年
 
1
9
6
4
 
昭
和
39
年
 
 
 
 
 
 
 
・輪
の
中
か
ら
、
農
業
問
題
の
学
習
サ
ー
ク
ル
「Ａ
友
会
」が
生
ま
れ
る
（1
） 
●
日
本
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
正
式
加
盟
（4
) 
●
東
海
道
新
幹
線
開
通
（1
0)
  
 
●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
（1
0）
 
 
1
9
6
4
 
昭
和
39
年
 
1
9
6
5
 
昭
和
40
年
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
米
、
ベ
ト
ナ
ム
爆
撃
（北
爆
）開
始
（2
） 
●
「べ
平
連
」結
成
（4
） 
●
「生
活
ク
ラ
ブ
」結
成
（6
） 
1
9
6
5
 
昭
和
40
年
 
1
9
6
6
 
昭
和
41
年
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
日
本
の
人
口
1億
人
突
破
（3
）
●
中
国
文
化
大
革
命
始
ま
る
（5
）
●
ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日
（6
） 
 
 
1
9
6
6
 
昭
和
41
年
 
1
9
6
7
 
昭
和
42
年
 
 
 
 
 
 
 
0
・『
農
業
開
発
技
術
者
協
会
（Ａ
Ｄ
Ｅ
Ａ
）』
設
立
（1
) 
・廃
村
・上
新
川
郡
大
山
町
小
原
へ
上
り
、
協
会
事
業
地
を
開
設
 (
4.
7)
・神
奈
川
県
三
浦
市
金
田
の
第
二
号
事
業
地
貸
借
（1
1）
 
●
美
濃
部
都
知
事
当
選
（4
） 
 
●
公
害
対
策
基
本
法
公
布
（8
） 
●
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
結
成
(8
) 
  
●
四
日
市
ぜ
ん
そ
く訴
訟
（9
） 
 
 
1
9
6
7
 
昭
和
42
年
 
1
9
6
8
 
昭
和
43
年
・「
九
頭
竜
川
水
系
工
事
実
施
基
本
計
画
（真
名
川
ダ
ム
を
含
む
基
本
計
画
）」
策
定
 
 
 
 
 
 
1
 
 
●
国
際
人
権
年
（国
連
） 
●
キ
ン
グ
牧
師
暗
殺
（4
） 
●
フ
ラ
ン
ス
5月
革
命
（5
） 
●
プ
ラ
ハ
の
春
 
●
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
（1
0）
 ●
大
気
汚
染
防
止
法
、
騒
音
規
制
法
施
行
（1
2）
 
●
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
設
立
（1
0）
 
●
全
共
闘
運
動
全
盛
 
1
9
6
8
 
昭
和
43
年
 
1
9
6
9
 
昭
和
44
年
 
 
 
 
 
・佐
藤
鶴
江
、
失
明
の
診
断
を
受
け
る
（6
） 
2
・文
京
ホ
ー
ム
ア
カ
デ
ミ
ー
の
女
子
学
生
3人
が
小
原
で
体
験
実
習
。
「人
と
土
の
大
学
」開
学
の
き
っ
か
け
と
な
る
(7
 ) 
●
東
大
安
田
講
堂
陥
落
（1
） 
 
●
ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸
（7
） 
 
 
1
9
6
9
 
昭
和
44
年
 
1
9
7
0
 
昭
和
45
年
・大
野
市
、
真
名
川
ダ
ム
計
画
を
承
諾
（2
.7
） 
 
 
 
・法
務
局
高
千
穂
支
局
、
土
呂
久
鉱
山
跡
の
調
査
（1
2.
14
） 
3
・野
菜
の
宅
配
事
業
を
開
始
。
「日
本
農
生
社
」の
名
称
を
用
い
る
（5
）
・ 
「人
と
土
の
大
学
」開
学
（8
.1
）
●
大
阪
万
博
（3
） 
●
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
（3
） 
●
三
島
由
紀
夫
割
腹
自
殺
（1
1）
 
●
第
64
回
臨
時
国
会
（公
害
国
会
召
集
（1
1）
 
 
 
1
9
7
0
 
昭
和
45
年
 
1
9
7
1
 
昭
和
46
年
 
 
 
 
 
・斎
藤
正
健
、
宮
崎
県
教
職
員
組
合
岩
戸
小
分
会
で
、
土
呂
久
周
辺
の
児
童
の
健
康
問
題
へ
の
取
り
組
み
提
案
（5
） 
・「
斎
藤
告
発
」、
西
日
本
新
聞
朝
刊
社
会
面
で
亜
ヒ
酸
鉱
害
の
報
道
（1
1.
13
） 
・土
呂
久
住
民
一
斉
健
診
（1
1.
28
）
4
・上
新
川
郡
大
沢
野
町
小
羽
に
小
羽
事
業
地
開
設
(1
2)
  
●
ニ
ク
ソ
ン
・シ
ョッ
ク
 
 
●
環
境
庁
発
足
（7
） 
 
●
「廃
棄
物
処
理
法
」施
行
(9
) 
 
●
月
刊
「市
民
」（
飛
鳥
田
一
雄
・日
高
六
郎
・篠
原
一
代
表
）創
刊
（3
）
1
9
7
1
 
昭
和
46
年
 
1
9
7
2
 
昭
和
47
年
 
 
 
 
 
・朝
日
新
聞
で
全
国
報
道
（1
.1
7）
・公
明
党
宮
崎
県
支
部
「松
尾
鉱
毒
事
件
」告
発
（1
.2
9）
 
・「
日
本
鉱
業
旧
松
尾
鉱
山
被
害
者
の
会
」結
成
（3
.2
1）
 
・宮
崎
県
、
慢
性
ヒ
素
中
毒
患
者
7
名
認
め
る
「倉
垣
報
告
書
」発
表
（7
.3
1）
 
・第
一
次
知
事
斡
旋
（被
害
者
補
償
）成
立
（1
2.
28
） 
5
 
 
●
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
（2
） 
●
あ
さ
ま
山
荘
事
件
（2
） 
 
●
沖
縄
返
還
（5
） 
 
●
テ
ル
ア
ビ
ブ
事
件
（5
） 
 
●
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
（6
） 
●
経
済
白
書
「新
し
い
福
祉
社
会
の
建
設
」発
表
(8
) 
 
●
日
中
国
交
正
常
化
（9
） 
 
 
1
9
7
2
 
昭
和
47
年
 
1
9
7
3
 
昭
和
48
年
・通
産
省
の
真
名
川
ダ
ム
の
諸
計
画
、
市
議
会
真
名
川
ダ
ム
特
別
委
員
会
で
判
明
（7
.2
3）
 
・地
下
水
対
策
審
議
会
設
置
（1
1.
9）
 
 
 
 
・環
境
庁
、
慢
性
ヒ
素
中
毒
症
を
第
四
の
公
害
と
し
て
認
定
（2
.1
） 
・「
土
呂
久
公
害
被
害
者
の
会
」設
立
、
会
長
佐
藤
実
雄
（8
.2
7）
 
・被
害
者
の
会
、
「土
呂
久
鉱
山
公
害
被
害
者
の
会
」へ
拡
充
、
会
員
20
名
か
ら
56
名
へ
（2
.2
1）
 
・「
宮
崎
の
環
境
を
守
る
連
絡
協
議
会
」
落
合
ら
土
呂
久
を
訪
ね
る
（1
0.
27
） 
6
・山
﨑
正
一
東
大
教
授
(足
立
原
の
恩
師
)、
定
年
退
官
。
退
職
金
を
足
立
原
に
寄
託
。
「哲
学
奨
励
山
﨑
賞
」の
基
金
と
な
り
協
会
が
運
用
(2
) 
・「
哲
学
奨
励
山
﨑
賞
」第
1回
授
賞
式
（富
山
市
）(
11
) 
 
●
ベ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
（1
） 
 
●
対
ド
ル
変
動
相
場
制
（2
） 
 
●
水
俣
病
チ
ッ
ソ
原
因
特
定
判
決
(3
) 
 
●
「公
害
健
康
被
害
補
償
法
」制
定
(1
0)
  
 
●
足
尾
銅
山
閉
山
 
 
●
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
 
 
●
福
祉
元
年
（～
74
年
） 
 
 
1
9
7
3
 
昭
和
48
年
 
1
9
7
4
 
昭
和
49
年
・家
庭
の
井
戸
枯
れ
か
ら
大
野
の
地
下
水
を
守
る
運
動
が
開
始
（8
.1
4)
 
0 
・「
高
級
別
荘
・五
十
戸
」の
建
設
計
画
明
ら
か
に
な
る
（1
） 
・「
天
神
崎
の
自
然
を
大
切
に
す
る
会
」設
立
（2
.9
） 
・熱
意
表
明
募
金
を
開
始
（1
0）
  
0
「土
呂
久
・松
尾
等
鉱
害
の
被
害
者
を
守
る
会
」を
結
成
（3
.2
） 
・守
る
会
と
被
害
者
の
会
の
初
顔
合
わ
せ
（4
.2
1）
 
・高
千
穂
で
九
連
協
、
守
る
会
、
被
害
者
の
会
合
同
の
研
究
大
会
（7
）
7
・大
山
町
小
原
に
「事
件
（富
山
県
大
山
町
の
農
薬
空
中
散
布
告
知
）」
発
生
（5
.2
3）
 
・「
草
刈
り
十
字
軍
」運
動
開
始
(7
) 
●
三
菱
重
工
爆
破
事
件
(8
) 
 
 
●
オ
ラ
ン
ダ
ハ
ー
グ
事
件
(9
) 
 
●
原
子
力
船
む
つ
放
射
線
漏
れ
事
故
（9
） 
●
障
害
者
行
動
実
行
委
員
会
主
催
「障
害
者
統
一
行
動
（集
会
お
よ
び
デ
モ
行
進
）」
行
わ
れ
る
（3
） 
1
9
7
4
 
昭
和
49
年
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周
年
大
野
の
水
を
考
え
る
会
 
周
年
 
天
神
崎
の
自
然
を
大
切
に
す
る
会
周
年
土
呂
久
を
記
録
す
る
会
 
周
年
農
業
開
発
技
術
者
協
会
 
社
会
動
向
 
社
会
運
動
・市
民
活
動
関
連
 
 
 
1
9
7
5
 
昭
和
50
年
・市
政
懇
談
会
に
野
田
出
席
、
そ
の
ひ
と
月
後
、
市
が
地
下
水
審
議
会
の
委
員
を
任
命
（秋
） 
1 
第
1回
自
然
観
察
教
室
を
実
地
（3
）
1
・岡
山
大
学
に
よ
る
自
主
権
診
断
の
調
査
結
果
発
表
（2
.2
）・
日
弁
連
公
害
対
策
委
員
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（3
.1
）・
宮
崎
市
で
被
害
者
の
会
、
環
連
協
、
守
る
会
共
催
「土
呂
久
訴
訟
決
起
集
会
」
、
38
0
名
参
加
（1
1.
29
）・
患
者
6名
と
1名
の
遺
族
、
住
友
金
属
鉱
山
を
相
手
に
訴
訟
（1
2.
27
） 
8
 
 
●
国
際
婦
人
年
（国
連
） 
●
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
(4
) 
●
沖
縄
海
洋
博
開
催
（7
） 
 
 
1
9
7
5
 
昭
和
50
年
 
1
9
7
6
 
昭
和
51
年
 
 
2 
・熱
意
表
明
募
金
3,
93
3,
68
5円
を
集
め
終
了
（3
） 
・天
神
崎
地
域
の
山
林
2,
39
0㎡
を
35
0万
円
で
買
い
取
る
（第
1次
保
全
地
） 
（9
） 
2
・宮
崎
県
労
評
系
団
体
が
「土
呂
久
・松
尾
鉱
害
訴
訟
共
闘
会
議
」を
結
成
（3
.1
3）
 
・松
尾
の
患
者
5人
と
1遺
族
提
訴
（8
.2
1）
 
・土
呂
久
・松
尾
鉱
毒
被
害
者
の
交
流
会
開
催
（1
0.
24
） 
9
・八
尾
町
教
育
委
員
会
の
依
頼
を
受
け
、
大
玉
生
村
塾
（お
お
た
も
う
そ
ん
じ
ゅ
く）
開
塾
 (
4)
  
●
北
海
道
庁
爆
破
事
件
(3
) 
●
環
境
庁
、
環
境
影
響
評
価
（環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）法
案
要
綱
を
と
り
ま
と
め
る
（9
7年
ま
で
成
立
せ
ず
）（
4）
 
●
全
国
初
の
〈ア
セ
ス
メ
ン
ト
条
例
〉、
川
崎
市
で
成
立
（9
）、
77
年
6月
施
行
 ●
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
 
●
ソ
連
ミ
グ
25
戦
闘
機
函
館
空
港
強
行
着
陸
（9
） 
 
 
1
9
7
6
 
昭
和
51
年
 
1
9
7
7
 
昭
和
52
年
0
・大
量
の
井
戸
枯
れ
（1
）と
重
油
流
入
事
故
（2
） 
・「
大
野
の
地
下
水
を
守
る
会
」結
成
（1
.1
1）
 
・「
大
野
市
に
お
け
る
水
問
題
対
策
試
案
（活
動
方
針
）」
、
会
に
よ
り
策
定
（2
.3
） 
・地
下
水
の
法
的
地
位
を
め
ぐ
り
、
あ
る
中
央
官
庁
に
書
簡
で
問
い
合
わ
せ
。
私
水
も
法
律
や
条
例
で
、
公
的
面
か
ら
規
制
が
で
き
る
旨
回
答
（3
） 
・大
野
市
、
初
の
上
水
道
基
本
計
画
を
地
下
水
対
策
審
に
提
出
（3
） 
・「
地
下
水
の
保
全
条
例
」要
望
書
提
出
（6
.1
1）
 
・地
下
水
位
の
調
査
開
始
（7
.4
） 
・大
野
市
へ
陳
情
、
「地
下
水
保
全
条
例
」成
立
へ
（1
0）
 
・
「
地
下
水
保
全
条
例
」
発
令
（1
1.
10
） 
 
3 
・自
然
観
察
の
手
引
き
「天
神
崎
の
自
然
観
察
」発
行
（4
） 
・財
団
法
人
設
立
準
備
の
た
め
に
「天
神
崎
保
全
協
会
（財
団
法
人
設
立
準
備
会
）」
発
足
 （
10
） 
・天
神
崎
市
民
地
主
運
動
に
踏
み
切
る
。
買
取
の
た
め
の
募
金
開
始
（1
2）
 
3
・認
定
棄
却
を
受
け
た
10
名
の
行
政
不
服
の
第
一
回
審
理
、
翌
年
10
月
ま
で
4カ
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
審
理
（3
） 
・
佐
藤
鶴
江
、
脳
梗
塞
で
死
去
（9
.1
7）
 
10
 
 
●
日
米
漁
業
協
定
、
20
0海
里
排
他
的
経
済
水
域
設
定
 
●
青
酸
入
り
コ
ー
ラ
無
差
別
殺
人
事
件
（1
） 
●
ダ
ッ
カ
日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
（9
） 
●
代
理
人
運
動
（生
活
ク
ラ
ブ
生
協
）開
始
（5
） 
1
9
7
7
 
昭
和
52
年
 
1
9
7
8
 
昭
和
53
年
1
・大
野
の
水
を
考
え
る
南
部
地
区
市
民
集
会
（1
.1
1）
 
・一
周
年
を
機
に
「守
る
会
」休
会
（1
.1
5）
 
・野
田
、
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
の
実
験
開
始
（5
） 
・寺
島
利
鏡
市
長
死
去
（6
.1
6）
 
・野
田
の
論
文
（コ
ン
ポ
ス
ト
・ト
イ
レ
に
つ
て
）、
経
済
企
画
庁
「省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
暮
ら
し
の
ア
イ
デ
ア
」特
選
と
な
る
（1
0）
 
 
4 
・募
金
実
施
団
体
「天
神
崎
保
全
市
民
協
議
会
」設
立
（1
1）
 
・天
神
崎
地
域
の
田
・山
林
6,
17
6㎡
を
個
人
の
借
入
金
を
主
と
し
て
5,
00
0万
円
で
買
い
取
る
（第
2次
保
全
地
）（
11
） 
4
・行
政
不
服
第
五
回
口
頭
審
理
、
結
審
（1
0）
 
・共
闘
会
議
主
催
の
決
起
集
会
。
閉
会
後
、
県
庁
秘
書
課
分
室
を
占
拠
し
泊
ま
り
こ
み
（1
1.
20
） 
11
 
 
●
総
理
府
、
初
の
「婦
人
白
書
」発
表
(1
) 
 
●
成
田
空
港
管
制
塔
占
拠
事
件
(3
)
●
成
田
空
港
開
港
（5
） 
●
農
林
水
産
省
設
立
（7
） 
●
英
で
世
界
初
の
体
外
受
精
児
誕
生
（7
） 
●
原
子
力
船
む
つ
佐
世
保
入
港
（1
0）
 
●
「グ
ル
ー
プ
・生
活
者
（現
・生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」
結
成
（1
0）
 
1
9
7
8
 
昭
和
53
年
 
1
9
7
9
 
昭
和
54
年
2
・
南
部
上
水
道
試
験
通
水
開
始
（1
.2
0）
 
・野
田
の
論
文
（水
を
ど
う
考
え
る
か
）サ
ン
ケ
イ
新
聞
正
論
入
選
（8
） 
5 
 
 
5
・黒
木
知
事
、
収
賄
（ト
ン
ネ
ル
工
事
の
受
託
工
作
）で
逮
捕
、
辞
任
（6
）
12
・足
立
原
、
田
村
三
郎
短
大
学
長
に
同
行
し
中
国
湖
南
省
現
地
調
査
(4
)
●
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
 
●
米
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
力
発
電
所
放
射
能
漏
れ
事
故
（3
） 
●
英
保
守
党
サ
ッ
チ
ャ
ー
党
首
、
首
相
就
任
（5
） 
●
ソ
連
、
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
（1
2）
●
「イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
を
助
け
る
会
（現
難
民
を
助
け
る
会
）」
結
成
（1
1）
1
9
7
9
 
昭
和
54
年
 
1
9
8
0
 
昭
和
55
年
3
・大
手
洗
剤
工
場
へ
見
学
（6
.2
2）
 
6 
 
 
6
・第
七
回
守
る
会
総
会
、
討
議
内
容
は
財
政
難
、
84
年
ま
で
総
会
中
断
（4
.2
6）
 
・行
政
不
服
審
査
で
、
生
存
者
9人
中
4人
に
つ
い
て
逆
転
勝
利
判
決
（5
.1
9）
 
13
・中
国
湖
南
省
桃
源
県
で
日
中
合
作
水
稲
作
現
代
化
実
験
開
始
(4
)
・大
玉
生
村
塾
閉
塾
（夏
） 
●
韓
国
光
州
事
件
（5
） 
●
イ
ラ
ン
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発
（9
） 
●
ジ
ョン
レ
ノ
ン
射
殺
（1
2）
 
●
「月
刊
社
会
運
動
（市
民
セ
ク
タ
ー
政
策
機
構
＝
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
系
）」
創
刊
（2
） 
1
9
8
0
 
昭
和
55
年
 
1
9
8
1
 
昭
和
56
年
4
・年
末
か
ら
正
月
へ
か
け
て
「五
六
豪
雪
」（
1）
 
7 
 
 
7
・東
京
品
川
で
「土
呂
久
鉱
害
問
題
を
考
え
る
会
」の
初
会
合
（1
0.
13
）
・「
斎
藤
告
発
」か
ら
10
年
を
記
念
し
、
写
真
展
、
映
画
上
映
、
講
演
会
な
ど
「土
呂
久
週
間
」実
施
（1
1）
 
 
14
・わ
ら
し
べ
学
園
（大
阪
枚
方
市
）園
児
の
小
原
合
宿
受
け
入
れ
(8
) 
●
五
六
豪
雪
（1
）●
国
際
障
害
者
年
（国
連
） 
●
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
就
任
（1
） 
●
敦
賀
原
発
放
射
能
漏
れ
事
故
（4
） 
●
北
炭
夕
張
新
鉱
ガ
ス
突
出
事
故
（1
0）
 
●
「社
会
運
動
研
究
セ
ン
タ
ー
（生
活
ク
ラ
ブ
生
協
系
）」
設
立
（9
） 
1
9
8
1
 
昭
和
56
年
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周
年
大
野
の
水
を
考
え
る
会
 
周
年
 
天
神
崎
の
自
然
を
大
切
に
す
る
会
周
年
土
呂
久
を
記
録
す
る
会
 
周
年
農
業
開
発
技
術
者
協
会
 
社
会
動
向
 
社
会
運
動
・市
民
活
動
関
連
 
 
 
1
9
8
2
 
昭
和
57
年
5
 
 
8 
・和
歌
山
県
の
補
助
金
2,
50
0万
円
を
受
け
、
地
元
寄
付
金
と
あ
わ
せ
田
辺
市
が
5,
00
0万
円
の
公
費
で
第
2
次
買
い
取
り
地
を
買
い
上
げ
（6
）・
朝
日
新
聞
「天
声
人
語
」に
紹
介
（6
）・
環
境
庁
主
導
で
「ナ
シ
ョ
ナ
ル
・ト
ラ
ス
ト
研
究
会
」発
足
（6
）・
NH
K「
視
点
」で
運
動
が
紹
介
（8
）・
北
海
道
斜
里
町
で
「知
床
運
動
5周
年
」を
記
念
し
「日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・ト
ラ
ス
ト
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催
（9
） 
 
8
・佐
藤
ト
ネ
、
ハ
ツ
ネ
、
守
る
会
メ
ン
バ
ー
住
友
金
属
鉱
山
本
社
前
で
ビ
ラ
ま
き
（東
京
で
初
の
抗
議
活
動
）
（6
.7
）・
「松
尾
訴
訟
」結
審
を
受
け
、
守
る
会
は
水
曜
例
会
を
再
開
（6
.2
8）
・機
関
誌
「鉱
毒
」1
年
2か
月
ぶ
り
に
復
刊
（8
） 
15
・第
二
回
わ
ら
し
べ
学
園
園
児
合
宿
（7
） 
●
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
火
災
（2
） 
●
日
航
機
羽
田
沖
墜
落
事
故
（2
）
●
台
風
10
号
で
国
鉄
富
士
川
鉄
橋
流
失
（8
） 
 
 
1
9
8
2
 
昭
和
57
年
 
1
9
8
3
 
昭
和
58
年
6
・野
田
佳
江
、
大
野
市
議
会
議
員
に
当
選
 
・野
田
、
議
会
報
告
誌
「あ
か
ね
」１
号
発
行
（4
） 
9 
・「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・ト
ラ
ス
ト
を
進
め
る
全
国
の
会
」設
立
総
会
（2
.5
） 
・「
天
神
崎
だ
よ
り
」第
１
号
発
行
（3
）
・田
辺
市
で
「ナ
シ
ョ
ナ
ル
・ト
ラ
ス
ト
を
進
め
る
全
国
の
会
」第
1回
全
国
大
会
開
催
（1
0）
 
9
・「
土
呂
久
松
尾
鉱
害
訴
訟
支
援
・
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
草
の
根
バ
ザ
ー
」開
催
（2
.6
） 
・提
訴
か
ら
七
年
二
カ
月
ぶ
り
に
「土
呂
久
訴
訟
」結
審
（2
.2
3）
 
・宮
崎
地
裁
延
岡
支
部
で
「松
尾
訴
訟
」判
決
、
原
告
全
面
勝
訴
（3
.2
3）
・「
土
呂
久
鉱
害
補
償
自
主
交
渉
の
会
」世
話
人
会
発
足
（7
.5
） 
 
16
・「
哲
学
奨
励
山
﨑
賞
」1
0周
年
記
念
講
演
会
。
「
山
﨑
賞
」
と
改
称
(1
1 
) 
●
「老
人
保
健
法
」施
行
（2
） 
●
大
韓
航
空
機
撃
墜
事
件
（9
） 
●
日
本
初
体
外
受
精
児
誕
生
（1
0）
●
三
宅
島
大
噴
火
（1
0）
 
 
 
1
9
8
3
 
昭
和
58
年
 
1
9
8
4
 
昭
和
59
年
7
・地
下
水
位
低
下
で
大
量
の
井
戸
枯
れ
（2
） 
・市
長
、
県
に
は
た
ら
き
か
け
一
時
的
に
融
雪
禁
止
処
置
、
地
下
水
位
停
止
（2
.9
） 
・Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
朝
の
番
組
「お
い
し
い
水
の
条
件
」で
大
野
の
水
を
紹
介
（4
.2
） 
・県
土
木
部
、
あ
ら
た
な
道
路
融
雪
工
事
発
表
。
市
長
関
与
の
否
定
（6
） 
・地
下
水
保
全
条
例
一
部
改
正
（公
共
道
路
の
融
雪
を
規
制
す
る
条
項
付
記
）（
10
） 
・第
一
回
市
民
集
会
開
催
、
参
加
者
92
名
（1
1.
1)
 
・第
二
回
市
民
集
会
（1
2.
14
） 
10
 
・天
神
崎
地
域
の
山
林
6,
36
6㎡
を
5,
37
6万
円
で
買
い
取
る
（第
3次
保
全
地
 
内
1,
02
4㎡
は
、
財
団
法
人
日
本
自
然
保
護
協
会
所
有
地
）（
3）
・「
天
神
崎
保
全
京
阪
神
世
話
人
会
」結
成
（7
.2
7）
 
・国
会
の
超
党
派
議
員
で
「ナ
シ
ョ
ナ
ル
・ト
ラ
ス
ト
検
討
委
員
会
」発
足
（1
2）
 
10
・宮
崎
地
裁
延
岡
支
部
で
「土
呂
久
訴
訟
」判
決
、
原
告
全
面
勝
訴
、
佐
藤
ハ
ツ
ネ
の
み
棄
却
（3
.2
8）
 
・住
友
鉱
山
、
福
岡
高
裁
宮
崎
支
部
に
控
訴
（3
.2
9）
 
・原
告
団
と
住
友
鉱
山
藤
森
社
長
の
交
渉
、
一
連
の
「東
京
行
動
」終
結
（4
.1
9）
 
・土
呂
久
・松
尾
鉱
害
訴
訟
共
闘
会
議
、
土
呂
久
判
決
報
告
集
会
後
解
散
（5
.2
6）
 
・考
え
る
会
第
一
回
「住
友
攻
撃
デ
ー
（毎
月
29
日
開
催
）」
（5
.2
9）
 
・一
審
判
決
の
仮
執
行
金
の
一
部
を
元
に
土
呂
久
基
金
設
立
（6
.2
9）
・守
る
会
、
19
80
年
4月
以
来
の
総
会
。
新
会
長
上
野
登
、
新
副
会
長
田
中
初
穂
、
生
熊
来
吉
、
川
原
一
之
、
事
務
局
長
芥
川
仁
（7
.2
9）
 
 
17
・足
立
原
、
中
国
湖
南
省
対
外
科
学
技
術
交
流
中
心
顧
問
を
委
嘱
(1
0)
●
三
井
三
池
有
明
炭
鉱
火
災
（1
）
●
グ
リ
コ
・森
永
事
件
 
●
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
（7
） 
 
 
1
9
8
4
 
昭
和
59
年
 
1
9
8
5
 
昭
和
60
年
8
・大
野
の
「お
清
水
（し
ょ
う
ず
）」
が
名
水
百
選
の
三
一
選
の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
る
（1
） 
・市
民
集
会
の
提
言
を
受
け
、
組
織
の
再
編
成
会
議
（2
.2
3)
 
・「
大
野
の
水
を
考
え
る
会
」に
改
称
(4
.2
4)
 
・柴
崎
達
雄
氏
、
大
野
へ
来
訪
、
野
田
と
対
面
（5
.1
9）
 
・「
大
野
の
水
を
考
え
る
会
」現
地
調
査
開
始
（7
～
） 
・環
境
庁
全
国
名
水
百
選
、
郡
上
八
幡
で
第
一
回
全
国
大
会
（8
） 
・ト
ヨ
タ
財
団
へ
の
応
募
（9
） 
・「
大
野
の
水
を
考
え
る
会
」結
成
大
会
、
会
員
60
0名
（9
.2
8）
 
・ト
ヨ
タ
財
団
助
成
「8
5-
K-
04
6 
大
野
の
水
を
考
え
る
会
の
活
動
に
関
す
る
記
録
の
作
成
」
助
成
決
定
（1
0）
 
・青
年
会
議
所
「大
野
の
水
を
考
え
る
」市
民
集
会
開
催
（1
1）
 
・初
の
市
と
の
懇
談
会
。
市
側
は
助
役
、
担
当
課
長
ら
八
名
出
席
（1
1.
6）
 
  
11
 
・「
自
然
環
境
保
全
法
人
」制
度
設
立
（3
.3
1）
 
・天
神
崎
地
域
の
山
林
・雑
種
地
25
,9
69
㎡
を
即
決
和
解
に
よ
る
和
解
金
を
支
払
い
取
得
 （
第
4次
保
全
地
）（
11
.5
） 
11
・「
土
呂
久
が
や
め
ら
れ
な
くな
る
講
座
」1
98
5年
8月
か
ら
86
年
2月
ま
で
11
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
（8
） 
18
・明
治
大
学
農
学
部
学
生
10
人
の
小
原
ゼ
ミ
合
宿
受
け
入
れ
(9
) 
●
つ
くば
科
学
万
博
開
催
（3
） 
●
日
本
初
エ
イ
ズ
患
者
認
定
（3
）
●
Ｎ
ＴＴ
、
ＪＴ
誕
生
（4
） 
●
北
海
道
夕
張
炭
抗
ガ
ス
爆
発
（5
） 
●
日
航
12
3便
御
巣
鷹
山
墜
落
（8
）
●
プ
ラ
ザ
合
意
（9
） 
 
 
1
9
8
5
 
昭
和
60
年
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周
年
大
野
の
水
を
考
え
る
会
 
周
年
 
天
神
崎
の
自
然
を
大
切
に
す
る
会
周
年
土
呂
久
を
記
録
す
る
会
 
周
年
農
業
開
発
技
術
者
協
会
 
社
会
動
向
 
社
会
運
動
・市
民
活
動
関
連
 
 
 
1
9
8
6
 
昭
和
61
年
9
・金
沢
大
・「
と
や
ま
雪
の
会
」・
福
井
大
学
な
ど
の
専
門
家
を
訪
問
（1
） 
・農
水
省
・国
土
庁
合
同
調
査
団
、
大
野
来
訪
、
野
田
提
言
（2
.2
1）
 
・Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
で
「水
を
守
る
町
（中
学
生
向
け
番
組
）」
全
国
放
送
（3
）・
市
、
「水
と
歴
史
を
生
か
し
た
町
づ
くり
」計
画
発
表
(3
) 
・ト
ヨ
タ
財
団
の
中
間
報
告
会
、
10
年
に
わ
た
る
会
の
歴
史
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
（5
.1
5）
 
・第
二
回
全
国
水
環
境
保
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（秋
田
県
湯
沢
市
）で
、
大
野
市
は
第
四
回
大
会
に
立
候
補
(8
.7
～
8）
 
・「
大
野
の
城
祭
り
」に
協
賛
、
「お
い
し
い
水
」を
ふ
る
ま
う
（8
) 
・「
大
野
の
城
祭
り
」に
協
賛
、
「お
い
し
い
水
」を
ふ
る
ま
う
(8
) 
12
 
・「
天
神
崎
保
全
市
民
協
議
会
」は
「財
団
法
人
天
神
崎
の
自
然
を
大
切
に
す
る
会
」と
し
て
許
可
を
得
て
法
人
設
立
（7
.1
5）
・会
報
と
し
て
「天
神
崎
通
信
」創
刊
号
を
発
行
（1
0）
12
・水
俣
で
ア
ジ
ア
民
衆
環
境
会
議
開
催
、
佐
藤
直
、
鶴
野
キ
ミ
エ
、
佐
藤
マ
サ
子
参
加
（5
） 
19
 
 
●
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
事
故
（1
） 
●
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
（4
） 
●
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
（4
）
●
大
島
三
原
山
噴
火
（1
1)
 
 
 
1
9
8
6
 
昭
和
61
年
 
1
9
8
7
 
昭
和
62
年
10
・『
お
い
し
い
水
は
宝
も
の
―
大
野
の
水
を
考
え
る
会
の
活
動
記
録
』出
版
（1
2）
 
13
 
・和
歌
山
県
知
事
か
ら
、
特
定
公
益
増
進
法
人
（自
然
環
境
保
全
法
人
）
に
認
定
（1
.2
2）
 
13
・「
土
呂
久
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」被
害
者
の
会
と
守
る
会
共
催
で
開
催
（1
1）
・土
呂
久
控
訴
審
（一
陣
）が
三
年
九
カ
月
ぶ
り
に
結
審
（1
2.
21
） 
20
・協
会
設
立
20
周
年
記
念
。
「南
極
観
測
隊
へ
米
を
贈
る
」田
植
え
(5
) 
・湖
南
省
へ
記
念
植
樹
団
派
遣
。
桃
花
源
に
ケ
ヤ
キ
5千
本
を
植
え
る
(1
0)
 
●
国
鉄
分
割
民
営
化
、
Ｊ
Ｒ
発
足
（4
） 
●
「リ
ゾ
ー
ト
法
」施
行
（6
） 
●
世
界
人
口
50
億
人
突
破
（7
） 
●
Ｎ
Ｙ
市
場
大
暴
落
（ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
）、
世
界
同
時
株
安
(1
0)
 
●
「連
合
」結
成
（1
1）
 
 
 
1
9
8
7
 
昭
和
62
年
 
1
9
8
8
 
昭
和
63
年
11
・国
土
庁
「水
政
策
を
語
る
女
性
委
員
会
（委
員
20
名
）」
設
置
、
野
田
選
出
 
・大
野
市
で
第
四
回
全
国
水
環
境
保
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（8
.1
1-
2）
 
14
 
・
天
神
崎
地
域
の
宅
地
・
山
林
37
5,
23
2㎡
を
3,
40
0万
円
で
買
い
取
り
 （
第
5次
保
全
地
）（
3）
 
・丸
紅
、
田
辺
市
で
海
洋
型
リ
ゾ
ー
ト
計
画
発
表
（8
） 
14
・被
害
者
メ
ン
バ
ー
、新
潟
県
中
条
町
で
慢
性
ヒ
素
中
毒
事
件
の
被
害
者
と
、新
潟
水
俣
病
患
者
と
会
見
（3
） 
・「
第
二
期
東
京
行
動
」開
始
、
「い
の
ち
の
広
場
」で
座
り
込
み
開
始
（9
.1
7）
 
・福
岡
高
裁
宮
崎
支
部
で
控
訴
審
判
決
、
賠
償
額
の
一
部
返
還
と
い
う
「苦
渋
の
勝
訴
」（
9.
30
） 
・座
り
込
み
被
害
者
と
住
友
鉱
、
本
社
前
で
小
競
り
合
い
。
住
友
鉱
最
高
裁
へ
上
告
（1
0.
3）
 
・
56
日
間
の
東
京
行
動
終
了
（1
1.
13
） 
21
・明
治
大
学
角
田
ゼ
ミ
小
原
合
宿
受
け
入
れ
（8
） 
●
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
（3
）、
瀬
戸
大
橋
開
業
（4
） 
●
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
 
●
消
費
税
法
成
立
（1
2）
 
 
 
1
9
8
8
 
昭
和
63
年
 
1
9
8
9
 
昭
和
64
年
/
平
成
元
年
12
・野
田
佳
江
、
エ
イ
ボ
ン
女
性
大
賞
受
賞
（1
0）
 
・全
国
調
査
で
大
野
市
の
地
下
水
で
有
機
溶
剤
汚
染
発
覚
（1
0）
 
15
 
・8
9年
後
半
か
ら
半
年
間
の
間
に
周
辺
地
域
4ヘ
ク
タ
ー
ル
が
業
者
や
個
人
に
転
売
 
15
・考
え
る
会
無
期
限
休
会
決
定
（7
）
・被
害
者
、
支
援
者
、
弁
護
士
の
三
者
会
談
湯
布
院
で
開
催
、
「和
解
」
を
議
題
に
す
る
（8
.2
5）
 
・考
え
る
会
「土
呂
久
通
信
」4
3号
で
発
行
中
断
（9
） 
・宮
崎
地
裁
延
岡
支
部
で
、
5年
2カ
月
の
審
理
を
へ
て
二
陣
訴
訟
が
結
審
（1
2.
13
） 
22
・「
草
刈
り
十
字
軍
」運
動
が
（財
）ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
財
団
か
ら
第
10
回
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
受
賞
(1
0)
 
●
昭
和
天
皇
崩
御
、
元
号
「平
成
」
に
（1
） 
●
消
費
税
導
入
（4
） 
●
天
安
門
事
件
（6
） 
●
衆
院
選
「マ
ド
ン
ナ
旋
風
」（
7）
●
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
（1
1）
 
●
日
経
平
均
株
価
最
高
値
38
,9
15
円
87
銭
(1
2/
29
) 
●
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
 
●
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
ズ
会
議
結
成
（4
） 
1
9
8
9
 
昭
和
64
年
/ 
平
成
元
年
 
1
9
9
0
 
平
成
2年
13
・大
野
市
、
汚
染
源
は
「七
間
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」と
発
表
、
汚
染
土
除
去
へ
（6
.3
0）
 
16
 
・大
切
に
す
る
会
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
危
機
特
別
委
員
会
設
置
（3
.3
）
16
・土
呂
久
を
訪
れ
る
人
の
た
め
の
「土
呂
久
山
荘
吹
谷
」が
オ
ー
プ
ン
（3
.2
4）
 
・メ
イ
ル
ア
ー
ト
土
呂
久
展
、
そ
の
後
西
日
本
各
地
で
開
催
（3
.2
5）
 
・宮
崎
地
検
延
岡
支
部
で
土
呂
久
二
陣
訴
訟
の
判
決
、
原
告
全
面
勝
訴
（3
.2
6）
 
・知
事
斡
旋
を
受
け
た
佐
藤
実
雄
と
佐
藤
ハ
ツ
ネ
の
「不
服
審
査
」裁
定
、
公
健
法
給
付
の
道
開
か
れ
る
（3
.2
7）
 
・二
陣
敗
訴
で
住
友
鉱
、
福
岡
高
裁
へ
控
訴
（3
.3
0）
 
・松
形
知
事
、
知
事
斡
旋
患
者
に
謝
罪
（3
.3
1）
 
・「
土
呂
久
を
記
録
す
る
会
」発
足
、
代
表
上
野
登
（6
） 
・土
呂
久
訴
訟
一
陣
二
陣
と
住
友
鉱
の
間
で
一
括
和
解
成
立
（1
0.
31
）
23
 
 
●
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
導
入
（1
） 
●
少
子
化
「1
.5
7シ
ョッ
ク
」(
6)
 
●
イ
ラ
ク
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
（8
） 
●
川
崎
市
で
「川
崎
市
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
」（
全
国
初
）条
例
案
可
決
（7
）、
条
例
発
足
（1
1）
 
1
9
9
0
 
平
成
2年
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周
年
大
野
の
水
を
考
え
る
会
 
周
年
 
天
神
崎
の
自
然
を
大
切
に
す
る
会
周
年
土
呂
久
を
記
録
す
る
会
 
周
年
農
業
開
発
技
術
者
協
会
 
社
会
動
向
 
社
会
運
動
・市
民
活
動
関
連
 
 
 
1
9
9
1
 
平
成
3年
14
・大
野
市
、
中
据
地
区
に
自
動
車
部
品
工
場
誘
致
計
画
発
表
 
・食
品
業
界
19
団
体
、
工
場
用
地
変
更
の
請
願
（4
.1
2）
 
・「
中
据
工
業
団
地
造
成
差
し
止
め
訴
訟
」開
始
（7
.2
6）
 
17
 
 
 
17
・被
害
者
の
会
総
会
、
活
動
を
継
続
す
る
会
員
は
約
半
数
。
半
数
は
退
会
（3
.3
1）
 
・宮
崎
県
、
「あ
っ
せ
ん
患
者
に
対
す
る
法
に
基
づ
く
補
償
給
付
支
給
基
準
』発
表
（5
.1
7）
 
24
 
 
●
湾
岸
戦
争
勃
発
（1
） 
●
牛
肉
オ
レ
ン
ジ
輸
入
自
由
化
(4
)
●
雲
仙
普
賢
岳
大
噴
火
（6
） 
●
ソ
連
8月
ク
ー
デ
タ
ー
（8
） 
 
 
1
9
9
1
 
平
成
3年
 
1
9
9
2
 
平
成
4年
15
 
 
18
 
・第
1回
子
供
の
写
生
会
を
天
神
崎
に
て
開
催
（展
覧
会
は
12
月
に
紀
南
文
化
会
館
に
て
開
催
）（
4）
・丸
紅
、
「田
辺
湾
総
合
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
」撤
退
（9
） 
18
・土
呂
久
訴
訟
原
告
で
も
自
主
交
渉
の
会
で
も
な
い
16
名
が
住
友
鉱
と
和
解
。
2名
は
和
解
拒
否
（2
.3
）・
上
野
登
「守
る
会
」代
表
辞
任
・堀
田
医
師
ら
、
初
め
て
の
海
外
調
査
 
タ
イ
南
部
ロ
ン
ピ
ブ
ン
村
の
井
戸
を
調
査
（9
） 
25
・足
立
原
、
中
国
湖
南
省
科
学
技
術
委
員
会
高
級
顧
問
を
委
嘱
(9
)・
足
立
原
、
中
国
湖
南
省
・武
陵
大
学
客
員
教
授
を
委
嘱
(1
1)
 
●
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
成
立
(6
) 
  
●
「地
球
サ
ミ
ッ
ト
」、
リ
オ
で
開
催
（6
） 
 
●
有
効
求
人
倍
率
1.
0を
下
回
る
 
 
 
1
9
9
2
 
平
成
4年
 
1
9
9
3
 
平
成
5年
16
・福
島
地
裁
、
被
告
適
格
の
誤
認
を
理
由
に
原
告
団
の
訴
え
を
却
下
（3
.5
） 
・自
動
車
部
品
工
場
を
建
設
予
定
の
Ａ
企
業
、
景
気
悪
化
を
理
由
に
進
出
断
念
（3
.8
） 
19
 
・田
辺
市
は
和
歌
山
県
の
支
援
を
得
て
、
天
神
崎
地
域
の
宅
地
・山
林
41
1,
56
7㎡
を
買
い
上
げ
 （
第
6次
保
全
地
）（
4）
 
19
・『
記
録
・土
呂
久
』毎
日
出
版
文
化
賞
特
別
賞
受
賞
（1
1.
17
） 
26
・「
草
刈
り
十
字
軍
」運
動
が
第
11
回
「朝
日
森
林
文
化
賞
」受
賞
(6
)
●
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
就
任
（1
） 
●
北
海
道
南
西
沖
地
震
（7
） 
 
●
細
川
連
立
内
閣
誕
生
、
「5
5年
体
制
」崩
壊
(8
) 
  
●
オ
ス
ロ
合
意
（9
） 
 
 
1
9
9
3
 
平
成
5年
 
1
9
9
4
 
平
成
6年
17
 
 
20
 
・田
辺
市
は
和
歌
山
県
の
支
援
を
得
て
、
天
神
崎
地
域
の
宅
地
・山
林
43
,1
26
㎡
を
買
い
上
げ
 （
第
7次
保
全
地
）（
4）
 
・田
辺
市
は
和
歌
山
県
の
支
援
を
得
て
、
天
神
崎
地
域
の
宅
地
・山
林
20
1,
01
8㎡
を
買
い
上
げ
 （
第
8次
保
全
地
）（
10
） 
・天
神
崎
地
域
の
山
林
7,
52
6㎡
を
60
,4
59
,9
57
円
で
買
い
取
り
（第
9次
保
全
地
）（
10
） 
20
・「
土
呂
久
･松
尾
等
鉱
害
の
被
害
者
を
守
る
会
」を
母
体
に
「ア
ジ
ア
砒
素
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(A
AN
)」
を
結
成
（4
） 
・ト
ヨ
タ
財
団
助
成
「9
4-
K-
07
2 
ア
ジ
ア
に
お
け
る
砒
素
汚
染
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
くり
」 
 
・土
呂
久
山
荘
で
Ａ
Ｎ
Ｎ
初
会
合
、
堀
田
宣
之
氏
が
代
表
（7
.3
0）
 
27
 
 
●
ロ
ス
大
地
震
(1
) 
  
●
ル
ワ
ン
ダ
大
虐
殺
（4
） 
 
●
羽
田
内
閣
（4
）、
村
山
内
閣
(6
)
発
足
  
 
●
日
本
人
女
性
初
向
井
飛
行
士
宇
宙
へ
（7
） 
 
●
関
西
国
際
空
港
開
港
（9
） 
 
●
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
・エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
 
●
全
国
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
連
絡
会
議
結
成
（7
） 
1
9
9
4
 
平
成
6年
 
1
9
9
5
 
平
成
7年
18
 
 
21
 
・『
天
神
崎
保
全
市
民
協
議
会
の
活
動
に
関
す
る
記
録
（2
0年
誌
）』
出
版
（7
.1
） 
・外
山
八
郎
、
田
辺
市
文
化
賞
受
賞
（1
0）
 
21
イ
ン
ド
・コ
ル
カ
タ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
砒
素
会
議
に
参
加
 
28
・「
草
刈
り
十
字
軍
」運
動
が
（社
）
国
土
緑
化
推
進
機
構
か
ら
第
6回
「み
ど
り
の
文
化
賞
」受
賞
(4
) 
・映
画
「草
刈
り
十
字
軍
」製
作
準
備
開
始
(7
) 
●
阪
神
淡
路
大
震
災
（1
） 
●
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
（3
） 
●
 東
京
外
国
為
替
市
場
で
1ド
ル
＝
79
.7
5円
の
史
上
最
高
値
（4
）
●
w
in
do
w
s9
5発
売
（1
1）
 
 
●
新
食
管
法
、
米
販
売
自
由
化
（1
1）
 
 
●
高
速
増
速
炉
も
ん
じ
ゅ
事
故
（1
2）
 
 
●
障
害
者
プ
ラ
ン
 
 
 
1
9
9
5
 
平
成
7年
 
1
9
9
6
 
平
成
8年
19
 
 
22
 
・外
山
八
郎
死
去
（1
.1
9）
 
・天
神
崎
地
域
の
山
林
・雑
種
地
43
2,
12
1㎡
を
22
,2
51
,2
00
円
で
買
い
上
げ
る
。
 （
第
10
次
保
全
地
）
（4
） 
22
・ト
ヨ
タ
財
団
 
市
民
活
動
助
成
事
業
「ア
ジ
ア
に
お
け
る
砒
素
汚
染
の
解
決
に
向
け
た
民
間
協
力
」実
施
・環
境
再
生
保
全
機
構
 
地
球
環
境
基
金
助
成
事
業
「中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
・砒
素
中
毒
病
区
に
お
け
る
調
査
研
究
と
環
境
改
善
」
（
～
19
99
） 
29
・映
画
「草
刈
り
十
字
軍
」ク
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
 
●
薬
害
エ
イ
ズ
訴
訟
、
和
解
へ
(3
) 
●
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
、
国
連
で
採
択
（9
) 
  
●
ペ
ル
ー
日
本
大
使
館
公
邸
人
質
占
拠
事
件
（1
2）
 
 
 
1
9
9
6
 
平
成
8年
 
1
9
9
7
 
平
成
9年
20
 
 
23
 
 
 
23
・ト
ヨ
タ
財
団
 
市
民
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
助
成
事
業
「ガ
ン
ジ
ス
川
渦
中
域
に
お
け
る
砒
素
汚
染
解
決
に
む
け
た
調
査
･研
究
お
よ
び
提
言
」 
・「
バ
ン
グ
デ
シ
ュ
の
砒
素
対
策
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
－
移
動
式
砒
素
セ
ン
タ
ー
の
た
ち
あ
げ
と
運
営
－
」（
～
20
00
） 
30
・映
画
「草
刈
り
十
字
軍
」公
開
上
映
開
始
(1
) 
・協
会
設
立
30
周
年
記
念
「足
立
原
北
日
本
新
聞
文
化
賞
受
賞
祝
賀
の
つ
ど
い
」開
催
(1
1)
  
●
神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件
（2
）
●
消
費
税
5％
へ
（4
） 
 
●
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
（7
） 
 
●
北
海
道
拓
殖
銀
行
、
山
一
證
券
破
た
ん
（1
1）
 
 
●
京
都
議
定
書
採
択
（1
2）
 
 
●
介
護
保
険
法
公
布
（1
2）
 
 
 
1
9
9
7
 
平
成
9年
 
1
9
9
8
 
平
成
10
年
21
 
 
24
 
・田
辺
市
は
和
歌
山
県
の
支
援
を
得
て
、
天
神
崎
地
域
の
原
野
1,
23
7
㎡
を
買
い
上
げ
 （
第
11
次
保
全
地
）（
10
） 
24
 
 
31
・「
草
刈
り
十
字
軍
」発
足
２
５
年
記
念
映
画
「草
刈
り
十
字
軍
」英
語
版
（英
語
字
幕
、
日
本
語
音
声
）完
成
試
写
会
開
催
(8
) 
●
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
（2
） 
●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
施
行
（1
2）
 
 
 
1
9
9
8
 
平
成
10
年
 
1
9
9
9
 
平
成
11
年
22
・「
水
を
考
え
る
会
」集
団
運
営
で
再
出
発
（5
） 
・考
え
る
会
の
情
報
誌
『大
野
の
水
情
報
』創
刊
（8
） 
25
 
・丸
山
2,
11
5㎡
（灯
台
を
天
神
崎
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
）田
辺
市
が
取
得
（第
13
次
保
全
地
）（
3）
 
・天
神
崎
地
域
の
原
野
78
1㎡
を
20
,0
83
,0
10
円
で
買
い
取
り
 （
第
12
次
保
全
地
）（
4）
 
25
 
 
32
 
 
●
石
原
都
知
事
誕
生
（4
） 
 
●
 男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
成
立
（6
） 
 
●
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
（7
） 
 
●
 東
海
村
JC
O
臨
界
事
故
（9
）
●
改
正
住
民
基
本
台
帳
法
成
立
（1
0)
 
 
 
 
1
9
9
9
 
平
成
11
年
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周
年
大
野
の
水
を
考
え
る
会
 
周
年
 
天
神
崎
の
自
然
を
大
切
に
す
る
会
周
年
土
呂
久
を
記
録
す
る
会
 
周
年
農
業
開
発
技
術
者
協
会
 
社
会
動
向
 
社
会
運
動
・市
民
活
動
関
連
 
 
 
2
0
0
0
 
平
成
12
年
23
・公
共
下
水
道
工
事
現
場
を
検
証
 
・河
川
水
質
調
査
（２
回
実
施
） 
26
 
 
 
26
・朝
日
新
聞
社
「第
１
回
明
日
へ
の
環
境
賞
」受
賞
 
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
認
証
（4
.1
2）
 
・バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
ダ
ッ
カ
事
務
所
設
置
 
33
 
 
●
地
方
分
権
一
括
法
（4
） 
 
●
介
護
保
険
制
度
施
行
（4
） 
 
●
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（6
）
●
雪
印
乳
業
集
団
食
中
毒
事
件
（7
） 
 
●
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
 
 
 
2
0
0
0
 
平
成
12
年
 
2
0
0
1
 
平
成
13
年
24
・朝
日
新
聞
社
「第
２
回
 明
日
へ
の
環
境
賞
」受
賞
 
・大
野
の
地
下
水
を
守
る
市
民
の
集
い
 
27
 
 
 
27
・バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
局
の
承
認
を
う
け
る
 
34
 
 
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
（国
連
）
●
環
境
省
設
置
（1
） 
 
●
ジ
ョ
ー
ジ
・Ｗ
・ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
就
任
(1
) 
  
●
小
泉
内
閣
発
足
（4
） 
 
●
米
同
時
多
発
テ
ロ
(9
) 
  
●
米
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
(1
0)
  
 
●
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
施
行
(1
0)
 
 
2
0
0
1
 
平
成
13
年
 
2
0
0
2
 
平
成
14
年
25
・『
よ
み
が
え
れ
生
命
の
水
―
地
下
水
を
め
ぐ
る
住
民
運
動
25
年
の
記
録
』出
版
（8
.2
5）
 
28
 
 
 
28
・国
際
協
力
機
構
 
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
「飲
料
水
砒
素
汚
染
の
解
決
に
む
け
た
移
動
砒
素
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
～
20
04
） 
35
 
 
●
ユ
ー
ロ
流
通
開
始
（1
） 
 
●
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
日
韓
開
催
（5
）
●
日
朝
首
脳
会
談
（9
） 
  
●
中
国
で
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
発
生
(1
1)
 
 
 
2
0
0
2
 
平
成
14
年
 
2
0
0
3
 
平
成
15
年
26
 
 
29
 
・天
神
崎
日
和
山
頂
上
か
ら
北
西
の
山
林
4,
31
4㎡
が
田
辺
市
へ
寄
付
さ
れ
る
 （
第
14
次
保
全
地
）（
5）
 
・天
神
崎
の
保
養
所
跡
地
の
土
地
（
山
林
・
宅
地
）
98
,0
02
㎡
を
10
,8
80
,0
00
円
で
取
得
（第
15
次
保
全
地
）（
11
） 
 
・公
売
に
よ
り
天
神
崎
の
土
地
（宅
地
）3
5,
90
8㎡
を
9,
66
0,
00
0円
で
取
得
 （
16
次
保
全
地
） 
（1
2）
 
29
・ト
ヨ
タ
財
団
 
研
究
助
成
 
ア
ジ
ア
隣
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「ガ
ン
ジ
ス
流
域
農
村
の
砒
素
汚
染
調
査
･研
究
･対
策
を
ベ
ー
ス
に
し
た
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
くり
」（
～
20
05
） 
・毎
日
新
聞
社
「第
９
回
日
韓
国
際
環
境
賞
」受
賞
 
36
・「
お
む
す
び
の
集
い
」開
催
(5
/1
7)
・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「日
本
現
象
を
考
え
る
」(
5/
18
） 
 
・「
お
む
す
び
の
集
い
」＆
講
演
開
催
(1
1/
8 
) 
●
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
コ
ロ
ン
ビ
ア
号
事
故
（2
) 
 
●
日
本
郵
政
公
社
営
業
開
始
（4
）
●
改
正
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
施
行
（5
） 
 
●
有
事
法
制
成
立
（6
） 
 
●
指
定
管
理
者
制
度
施
行
（9
） 
●
地
デ
ジ
放
送
開
始
（1
2）
 
 
 
2
0
0
3
 
平
成
15
年
 
2
0
0
4
 
平
成
16
年
27
 
 
30
 
・天
神
崎
の
土
地
（宅
地
）3
07
.5
7㎡
を
8,
20
0,
00
0円
で
取
得
 （
第
17
次
保
全
地
）（
8）
  
・天
神
崎
の
自
然
保
全
運
動
「3
0年
の
あ
ゆ
み
」年
表
発
行
（1
0）
 
30
環
境
再
生
保
全
機
構
 
地
球
環
境
基
金
助
成
事
業
「中
国
･内
蒙
古
自
治
区
 
砒
素
汚
染
地
域
で
の
調
査
研
究
報
告
を
基
に
し
た
環
境
教
育
」
37
・小
原
へ
の
道
路
決
壊
の
恐
れ
→
「草
刈
り
十
字
軍
大
山
隊
」宿
舎
移
動
、
「人
と
土
の
大
学
」開
催
地
移
動
。
共
に
東
黒
牧
・川
崎
邸
へ
（夏
）
・小
原
へ
の
道
路
決
壊
(1
0)
 
●
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
(1
) 
●
派
遣
業
務
製
造
業
解
禁
(3
) 
 
●
性
同
一
性
障
害
特
例
法
施
行
（7
） 
 
●
新
潟
中
越
地
震
(1
0)
 
 
●
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
(1
2)
 
 
 
2
0
0
4
 
平
成
16
年
 
2
0
0
5
 
平
成
17
年
28
 
 
31
 
 
 
31
・環
境
再
生
保
全
機
構
 
地
球
環
境
基
金
助
成
事
業
「中
国
･内
蒙
古
正
藍
旗
の
砒
素
汚
染
問
題
に
対
す
る
調
査
研
究
と
環
境
改
善
」
（
～
20
08
） 
・国
際
協
力
機
構
 
提
案
型
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
持
続
的
砒
素
汚
染
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
～
20
08
） 
38
・日
本
学
20
05
「公
開
研
究
会
」開
催
(1
/2
3)
  
・「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
農
業
開
発
技
術
者
協
会
・農
道
館
」設
立
総
会
(1
1/
27
) 
●
京
都
議
定
書
発
効
（2
） 
 
●
「愛
・地
球
博
」開
催
（3
） 
 
●
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
（4
）
●
ロ
ン
ド
ン
同
時
爆
破
テ
ロ
（7
） 
●
米
ハ
リ
ケ
ー
ン
カ
ト
リ
ー
ナ
上
陸
（8
） 
 
 
2
0
0
5
 
平
成
17
年
 
2
0
0
6
 
平
成
18
年
29
 
 
32
 
 
 
32
 
 
39
・「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
農
業
開
発
技
術
者
協
会
・農
道
館
」の
設
立
認
証
(3
/2
9)
 
・「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
農
業
開
発
技
術
者
協
会
・農
道
館
」の
登
記
申
請
(4
/4
) 
●
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
（1
） 
 
●
障
害
者
自
立
支
援
法
一
部
施
行
（4
） 
 
●
安
倍
内
閣
発
足
（9
） 
 
●
障
害
者
自
立
支
援
法
本
格
施
行
（1
0）
 
 
 
2
0
0
6
 
平
成
18
年
 
2
0
0
7
 
平
成
19
年
30
・「
大
野
の
水
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
改
称
 
33
 
・天
神
崎
の
自
然
保
全
運
動
「３
３
年
の
あ
ゆ
み
」年
表
発
行
（3
） 
33
・環
境
再
生
保
全
機
構
 
地
球
環
境
基
金
助
成
事
業
「中
国
･内
蒙
古
錫
林
郭
勒
盟
の
飲
料
地
下
水
砒
素
汚
染
問
題
に
対
す
る
調
査
研
究
と
環
境
改
善
」 
40
 
 
●
防
衛
省
発
足
（1
） 
 
●
中
越
沖
地
震
、
柏
崎
刈
羽
原
発
放
射
線
漏
れ
事
故
(7
) 
  
●
参
院
選
与
党
大
敗
（7
） 
 
●
福
田
内
閣
発
足
(9
) 
 
 
2
0
0
7
 
平
成
19
年
 
2
0
0
8
 
平
成
20
年
31
 
 
34
 
 
 
34
 
 
41
 
 
●
薬
害
肝
炎
被
害
者
救
済
特
別
措
置
法
成
立
（1
） 
 
●
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
世
界
不
況
（9
） 
 
●
麻
生
内
閣
発
足
（9
） 
 
 
2
0
0
8
 
平
成
20
年
 
2
0
0
9
 
平
成
21
年
32
 
 
35
 
 
 
35
 
 
42
 
 
●
オ
バ
マ
大
統
領
就
任
(1
) 
  
●
裁
判
員
制
度
施
行
(5
) 
 
●
鳩
山
内
閣
発
足
(9
) 
 
 
2
0
0
9
 
平
成
21
年
 
2
0
1
0
 
平
成
22
年
33
 
 
36
 
 
 
36
 
 
43
 
 
 
 
 
 
2
0
1
0
 
平
成
22
年
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